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この報告書は、平成9年度および10年度に、開発事業に伴う事前

事業として実施した試掘・確認調査、および不大岡遺跡の保存を前

提とした範囲確認調査の記録であります。

鳥取県の中央部に位置する倉吉市は、県内でも有数な埋蔵文化財

の密集地です。倉吉市教育委員会では、こうした埋蔵文化財を守り、

開発事業と文化財の共存を図るため、各関係機関と協議を重ね、さ

らには地元の方々のご理解とご協力を得ながら、文化財行政を進め

ているところです。

今回実施した調査は、トレンチやグリッドといった小面積の調査

でしたが、遺跡の有無とそのひろがりや性格を把握するという所期

の目的を果たし、保存対策を講ずることができました。発掘調査の

内容としては不十分であり、満足すべきものではありませんが、埋

蔵文化財行政の資料として活用願えれば幸いに存じます。

最後に、調査にご協力をいただきました市民の方々をはじめ、関

係各位に対し、深く感謝の意を表するものであります。

平成11年3月

倉吉市教育委員会

教育長　足羽一昭

く10＞0100572445



例　　　　言

1本報告書は、平成9年度及び10年度に倉吉市教育委員会が、国・県の補助を受けて実施した分布調

査の記録である。分布調査は、トレンチ・グリッドによって遺跡の有無・範囲・性格を調査したもの

である。

2　発掘調査団は次のような組織・編成である。

団　　　長　足羽　一昭（倉吉市教育委員会教育長）

調査委員　名越　勉（倉吉市文化財保護審議会会長）

手嶋　義之（倉吉市文化財保護審議会委員　9年度）

調　査　員　根鈴　輝雄（倉吉博物館主任学芸員）眞田　贋幸（文化課課長補佐兼文化財係係長）

森下　哲哉（文化財係主任）

加藤　誠司（文化財係主事）

根鈴智津子（文化財係主事）

岡本　智則（文化財係主事）

岡平　拓也（文化財係主事）

調査補助員　山根　雅美・松田　恵子

事　務　局　故石田佐喜子（教育次長　9年9月まで）

新田　征男（教育次長　9年10月から10年6月まで）

波田野頒二郎（教育次長10年7月から）

生田　淳美（文化課課長　9年度）　山脇　将嘩（教育次長兼文化課課長10年度）

藤井　敬子（文化財係主任10年7月から）　福澤　昌子（文化財係主事）

山崎慎之介（文化財係主事10年6月まで）　金田　朋子（臨時職員）

内務整理　泉　美智子・世浪由美子・妻藤　君江・松嶋あっ子・竹歳　暁子

山崎有香子（9年度）・山本　　錦（10年度）

3　地形図は、平成9年修正測量の1：2，500国土基本図　倉吉市平面図を使用し、方位は国土座標第

Ⅴ座標系で示した。

4　発掘資料は倉吉博物館で保管している。
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1　上神地区（上神宮ノ前遺跡）
みやのまえ

調査地点　　倉吉市上神字宮ノ前749－1・766－1

調査期間　　平成9年4月16日～平成9年5月6日

調査契機　　民間の宅地造成工事に伴う予備調査

調査方法　トレンチによる発掘調査

調査面積　　384I迂

調査担当　　森下哲哉

調査概要　　調査は、事業予定地内に7本のトレンチを設定して実施した。調査の結果、第1・3・6・

7トレンチで幅約32mとやや狭い谷地形を確認した。この谷を埋める暗茶褐色土及び暗黒茶

褐色土層から、多量の土師器・須恵器などとともに土製動物形・手軽土器・土製支脚・竃な

どの祭祀遺物が多く出土した。今回調査した地区の西隣には祭祀遺物が国の重要文化財に指

定された谷畑遺跡があり、祭祀遺物の出土状況がよく類似している。また第5トレンチでは

弥生時代後期の貯蔵穴を検出した。このため事前の発掘調査が必要である。

ト　レンチ

N o．

規　 模

（m ）

面　 積

（最）
検 出 遺 構 出　　　 土　　　 遺　　　 物

1 2 ×2 2．5 4 5

貯蔵穴 ・土壌

弥生土器 ・土 師器 ・須恵器 ・埴輪 ・土 師質土器 ・台瓦・竃 ・把手
土製支脚 ・手担土器 ・土製動物形 ・石英

2 2 ×2 5 5 0 土 師器

3 2 ×2 5．5 5 1
弥生土器 ・土 師器 ・須恵器 ・埴 輪 ・土師質土器 ・竃 ・把手
土製支脚 ・手軽土器 ・瓦質土器 ・陶器 ・鉄製品 ・砥石

4 2 ×3 8 7 6 土師器 ・須恵 器 ・土 師質土 器 ・竃 ・手 軽土器 ・窯具 ・砥 石

5 2 ×2 0 4 0 弥生土器 ・土 師器 ・陶器 ・窯具 ・磨石 ・炭化物

6 2 ×2 6 5 2
弥生 土器 ・土 師器 ・須恵 器 ・埴 輪 ・土師質土器 ・台瓦・竃
手 担土 器 ・陶器 ・鉄 製品

7 2 ×3 5 7 0
弥生土 器 ・土 師器 ・須恵 器 ・土 師質土器 ・竃 ・把手 ・土製 支脚
陶器 ・磁器



2　国分寺地区（河原毛田遺跡）

調査地点　倉吉市国分寺字討遥呈晶74●1．74＿2

調査期間　　平成9年5月7日～平成9年5月23日

調査契機　社コミュニティセンター建設に伴う予備調査

調査方法　トレンチによる発掘調査

調査面積　　324．5I迂

調査担当　　森下哲哉

調査概要　調査は、事業予定地内に3本のトレンチを設定して実施した。調査の結果、東西方向に延

びる溝を4条、北東から南西に延びる溝を1条検出した。第2トレンチの溝からは砂質土層

を検出しており、水路の可能性が考えられる。遺物は各トレンチから奈良～平安時代の瓦や

土器片が出土し、溝からはその量が多くなる。このため事前の発掘調査が必要である。

トレンチ

No．

規　 模

（m ）

面　 積

（最）
検 出 遺 構 出　　　 土　　　 遺　　　 物

1 2 ×61．5 12 3 溝 土 師器 ・須恵 器 ・瓦

2 2 ×42．5 8 5 溝 土 師器 ・須恵 器 ・瓦 ・鉄製品

3 2 ×21．5

3 ×2 4．5

1 16．5 溝 土 師器 ・須恵 器 ・窯具 ・瓦 ・鉄製 品 ・炭 化物



3　尾田地区（尾田中峰遺跡）
なかみね

調査地点　　倉吉市尾田字中峰325－2・325－3

調査期間　　平成9年5月26日～平成9年6月5日

調査契機　　畜産基盤再編総合整備事業尾田団地造成工事に伴う予備調査

調査方法　トレンチによる発掘調査

調査面積　　64I迂

調査担当　　森下哲哉

調査概要　　調査は、事業予定地内に幅2mのトレンチを2本設定して実施した。第1トレンチ（長さ

13m、拡張部長さ4m）では、表土から20cm掘り下げて箱式石棺墓を1基確認した。第2

トレンチ（長さ15m）では遺構はなく、遺物は弥生土器が出土した。

箱式石棺墓は、検出時点で蓋石がすでに失われているなど、石棺全体に大きな撹乱を受け

ていた。石棺は、40～60cm大の河原石9個で構築され、規模は内法で長さ1．71m・幅0．45m、

深さは石材上端より0．31mを測る。西側が4個、東側が3個からなる側石を両小口石が挟む

形を呈する。棺内も撹乱を受けており、頭位は不明で、副葬品などの遺物は出土しなかった。

掘り方は、長楕円形の平面形を呈し、規模は長さ2．94m・幅1．50m、検出面からの深さは0．4

m前後を測る。掘り方埋土中から弥生土器が出土した。箱式石棺墓に伴う盛り土や周溝は確

認できなかった。

以上の結果、遺跡の存在を確認した。しかし、遺構密度は非常に粗いもので、地山面の削

平を伴う場合には事前の発掘調査が必要である。



第1トレンチ

4

1黒色土
2暗黒褐色土

（ホーキブロック土混入）
3暗黒茶褐色土

50cm



4　虹ヶ丘町地区（奥中山8号墳）
おくこやま　　　　　　　　こうりやま

調査地点　　倉吉市虹ヶ丘町244、上余戸字奥中山587－121、大原字郡山1247－1

調査期間　　平成9年7月3日～平成9年7月18日

調査契機　　主要地方道鳥取鹿野倉吉線緊急地方道路整備事業に伴う予備調査

調査方法　トレンチによる発掘調査

調査面積　　45I迂

調査担当　　岡平拓也

調査概要　　調査は、事業予定地内の現地踏査で認められた古墳状の高まりに2本、その下の平坦部に

1本、北西部の尾根上に1本のトレンチを設定して実施した。調査範囲の北東側は、昭和55

年度に西郷ニュータウン造成に伴って発掘調査された奥中山古墳群である。

調査の結果、第1・4トレンチから墳丘盛り土である暗黄褐色土とその裾に周溝である暗

褐色の落ち込みを検出し、周溝上層から土師器が数点出土した。第2・3トレンチからは遺

構・遺物とも検出しなかった。このため第1・4トレンチを含む南東部分については事前の

発掘調査が必要である。

ト　レ ンチ

No．

規　 模

（m ）

面　 積

（最）
検 出 遺 構 出　　　 土　　　 遺　　　 物

1

2

3

4

2　×　8

1．5 ×12

1　×　 4

1　×　 7

1 6

1 8

4

7

古 墳 墳 丘

古 墳 墳 丘 ・周 溝 土 師器 ・土 師 質 土 器



5　和田地区（大平ラ遺跡・八幡山遺跡・若林遺跡・長谷遺跡）
おおひら　　　　　　　くろさか

調査地点　　倉吉市和田字大平ラ783・799－1、黒坂528・749－1・750・754－1・755・767・768＿2・768＿6
にしのたに

769－1～4・770・771－1・771－2・772・772－1・773－2・774－1・774－2・775－1、西ノ谷743－2・747－1・748－1
はちまんやま　　　　　　　　　　　　　　　　　たけがたに　　　きたいしぎかびら

寺谷字八幡山606－1・612・616・617－2・620・621・622－1、竹ケ谷596－1、北石坂平591・592
わかばやし　　うわびらた　　　　　　　　　　　　　ながたに

若林586、上平田816～818・820・821－1・821－2、長谷131－2・131－4～6・133－1・133－2・133＿4

133－8・133－9・134－1・134－3・134－4

調査期間

調査契機

調査方法

調査面積

調査担当

調査概要

平成9年11月7日～平成10年1月9日

一般国道313号北条倉吉道路（地域高規格道路北条湯原道路）建設工事に伴う予備調査

トレンチによる発掘調査及びボーリング調査

510Iが

岡本智則

調査は、事業予定地内に27本のトレンチを設定して実施した。調査の結果、第1トレンチ

で弥生土器が集中して出土しており、丘陵尾根先端部であることから弥生時代の墳丘墓の可

能性がある。また第10トレンチでは古墳の周溝を検出し、土師器・須恵器樽形過等が出土し

た。第1・4・5・7～11トレンチの周辺については、事前の発掘調査が必要である。

トレンチ

Nは

規　 模

（m ）

面　 積

（ポ）
検出遺構 出　　　　 土　　　　 遺　　　　 物

1

2

3

4

5

2 ×20

2 ×20

2 ×20

2 ×20

2 ×20

4 0

4 0

4 0

4 0

4 0

平坦地

平坦地

右列

古 墳周溝

弥生土器

縄文土器 ・土 師器 ・須恵器

6

7

8

9

10

2 ×20

．未調査

2 ×10

2×10

2×30

4 0

2 0

2 0

6 0

縄文土 器 ・弥生 土器 ・土師器 ・土師質土器 ・石斧 ・炭化物 ・古銭

弥生 土器 ・土 師器 ・須恵器 ・土師質土器 ・瓦質土器 ・陶器 ・敲石

11

12

13

14

15

16

1 7

1 8

1 9

2 0

2 1

2×10

未調査

2×　5

2×　5

2 ×　5

2 ×20

ボー リング

2 ×　5

2 ×　5

ボー リング

2 ×10

2 0

10

1 0

1 0

4 0

1 0

1 0

20

土師器

土 師器 ・須恵 器

弥生土器 ・土 師器 ・須恵 器 ・・土師質土器 ・．台瓦・竃 ・手捏土器

22

2 3

2 4

2 5

2 ×　5

未調査

未調査

2 ×　5

10

10

縄文土器 ・土 師器 ・須恵 器 ・土師質土器 ・竃 ・炭化物

土 師器 ・陶器 ・磁器

26 2 ×　5 10 縄文土器 ・土 師器 ・土 師質土 器

27 2 ×　5 10 土 師器 ・須恵器 ・土 師質土 器 ・竃

6



300m



300m



6　大沢地区（高峰遺跡・矢内谷峰遺跡）
おおみちだに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たかみね

調査地点　　倉吉市国府字大道谷987－194・987－201・1877・1883～1886・1887－1、高峯988－54～56・988－89
たかみね

988－91・989－70、高峰2143～45・2147－1・2158・2159－1・2160－1・2160－2・2162－1・2170・2172－3
うえきば

2175－1～3・2177－1・2177－2・2179－1・2179－2・2183・2191－1・2194・2198、植木場1949・1973－1

1973－2・1976－1
やなだにひがしみね　　　　　　　　　　　　　やなだにみね

尾原字矢内谷東峰165－1・725－2・726－3・726－5、矢内谷峰998－1・1006・1009・1019－1・1020・1021

1022－1・1023～1026
おおみちだに

下福田字大道谷908－1

調査期間　　平成10年4月17日～平成10年4月27日

平成10年12月11日～平成10年12月22日

調査契機

調査方法

調査面積

調査担当

調査概要

県営久米ケ原地区畑地帯総合整備事業（追加）に伴う予備調査

トレンチによる発掘調査

613I迂

加藤誠司・岡本智則・岡平拓也

調査は、事業予定地内に20本のトレンチを設定して実施した。調査の結果、第12トレンチ

で竪穴式住居の柱穴と思われる土壌を3基、第17トレンチで落し穴を1基確認した。他のト

レンチでは遺物が出土したものの少量であり、遺構は確認できなかった。このため第12・17

トレンチの周辺は、事前の発掘調査が必要である。

ト レ ンチ

No．

規　 模

（m ）

面　 積

（最）
検 出 遺 構 出　　　 土　　　 遺　　　 物

1

2

3

4

2 ×1 5

2 ×10

2 ×15

2 ×21

30

20

30

42

柱 穴

落 し穴

土 師 質 土 器

5

6

7

8

9

10

11

2 ×19

2 ×　4

2 ×10

2 ×1 5

1．5×1 0

2 ×15

2 ×2 0

2 ×10

38

8

20

30

15

30

40

20

弥 生 土 器

弥 生 土 器

弥 生 土 器 ・土 師質 土 器

12

13

14

15

16

17

18

19

20

2 ×3 5

2 ×20

2 ×10

2 ×17

2 ×20

2 ×20

2 ×　5

2 ×　5

2 ×13

70

40

20

34

40

40

10

10

26

弥 生 土 器 ・土 師器 ・砥 石 ・敲 石

縄 文 土 器 ・土 師器

11



7　井手畑地区（上通遺跡）

調査地点　倉吉市井手畑≠室温58

調査期間　　平成10年4月20日～平成10年4月30日

調査契機　　宅地造成工事に伴う予備調査

調査方法　トレンチによる発掘調査

調査面積　　68Iが

調査担当　　加藤誠司

調査概要　調査は、事業予定地内に3本のトレンチを設定して実施した。調査の結果、第1トレンチ

西側で水路を確認した。水路は、東南東から西北西の方向に延び、現地表面から約0．15m下

を検出面とし、圃場整備直前まで使用されていたと推定される。また、水路の約10cm下層

から、ほぼ水路と同じ方向に板石と円礫を敷きっめた石敷きと、石敷きの南辺に沿って溝を

確認した。この石敷きと溝は一体のものとみられる。第2トレンチでは中世以降と推定され

る畝状高まりを、第3トレンチでは溝を確認した。また各トレンチから遺物が検出され、古

墳時代から近現代に至る遺跡が存在すると判断される。このため現地表面下25cm以下を掘

削する場合には、事前の発掘調査が必要である。

トレ ン チ

N o．

規　 模

（m ）

面　 積

（最）
検 出 遺 構 出　　　 土　　　 遺　　　 物

1

2

2 ×10 20 水 路 ・石 敷 き ・溝 弥 生 土 器 ・土 師 器 ・須 恵 器 ・土 師 質 土 器 ・瓦 質 土 器 ・須 恵 質 陶 器
陶 器 ・青 磁

2 ×　4 8 土 壌 ・ピ ッ ト 磁 器 ・瓦 （施 粕 ・燻 ）・鉄 製 品 ・剥 片 ・敲 石 ・炭 化 物 ・木 片 ・キ セ ル

2 ×10 20 畝 状 の高 ま り
弥 生 土 器 ・土 師 器 ・須 恵 器 ・土 師 質 土 器 ・竃 ・瓦 質 土 器
須 恵 質 陶 器 ・陶 器 ・青 磁 ・磁 器 ・瓦 ・砥 石 ・炭 化 物

3 2 ×10 2 0 溝 土 師 器 ・須 恵 器 ・土 師 質土 器 ・竃 ・瓦 質 土 器 ・陶 器 ・炭 化 物 ．



8　大河内地区
あまづっみ

調査地点　　倉吉市大河内字雨堤671－136

調査期間　　平成10年4月21日～平成10年4月24日

調査契機　　中国自然歩道大山池休憩所便所改修工事に伴う予備調査

調査方法　トレンチによる発掘調査

調査面積　12I迂

調査担当　　森下哲哉

調査概要　　調査は、事業予定地内に幅2m・長さ6mのトレンチを1本設定して実施した。調査の結

果、遺構・遺物とも確認できず、遺跡は存在しないと判断される。

9

調査地点

調査期間

調査契機

調査方法

調査面積

調査担当

調査概要

下田中町・米田町地区（畑ケ田遺跡）

倉吉市下田中町931～941・943・945・946・947－1・947－2・948・950・952－4・952－5・972・973・975
ひがしほり　にしうわて　なかうわて　はたがた

982・983・985～987・990（字東掘・西上手・中上手・畑ケ田）、米田町2丁目53－1・53－2・53－3
はちがつほ　とうがめだ　はしいで

54－1・54－2・60－1・60－2・61（字八ケ坪・土亀田・橋井手）

平成10年5月11日～平成10年6月18日

宅地造成工事に伴う予備調査

トレンチ・グリッドによる発掘調査

240I迂

岡平拓也

調査は、事業予定地内に4本のトレンチと15個のグリッドを設定して実施したが、第11グ

リッドは湧水のため未調査である。調査の結果、第1トレンチでは標高16．8m（現地表面下

70cm）で中世の水田を、その下から奈良時代のものと考えられる東西へ延びる溝（幅75cm・

深さ40cm）を確認した。さらにその下からは弥生時代末期の遺物包含層を確認した。第2

～4トレンチは、洪水による撹乱がかなり激しいものの、第2トレンチでは中世の水田を、

その下から弥生時代末期の遺物包含層を確認した。また各グリッドでは中世～近世の水田を確認

した。このため現地表面から70cm以下を削平する場合には、事前の発掘調査が必要である。

13



トレンチ
グリッ ド

Nn

規　 模

（m ）

面　 積

（ポ）
検 出遺構 出　　　　 土　　　　 遺　　　　 物

T l 2 ×23．5 4 7 水田 ・溝 縄文土 器 ・弥生土器 ・土師器 ・須恵器 ・土師質土器 ・土製支脚 ・瓦質土器
陶器 ・磁器 ・古代瓦 （煉瓦）・鉄 製品 ・鉄棒 ・土錘 ・炭化物

T 2 2 ×20．5 4 1 水田 ・畑 土 師器 ・須恵 器 ・土師質土器 ・陶器 ・磁器 ・近代瓦 （煉瓦 ・施和瓦）
炭化物 ・おは じき

T 3 2 ×22 4 4 水田 ・畑 土 師質土器 ・須恵 質陶器 ・陶器 ・磁器 ・炭化物 ・古銭 ・おは じき

T 4 2 ×27 5 4 水田 ・畑 須恵器 ・陶器 ・磁 器 ・近代瓦 （施和瓦）

G l 2 ×　2 4 水田 須恵器 ・須恵 器転 用硯

G 2 2 ×　2 4 水田 土師器 ・須恵器 ・陶器

G 3 2 ×　2 4 水田 土師器 ・須恵器 ・土師質土器

G 4 2 ×　2 4 水 田 土師器 ・須恵器 ・瓦質土 器 ・須恵質陶器 丁瓦 ・土錘

G 5 2 ×　2 4 水 田 土師器 ・須恵器

G 6 2 ×　2 4 水 田 土師器 ・須恵器 ・土 師質土 器

G 7 2 ×　2 4 水 田 土師器 ・須恵器 ・土 師質土 器 ・把手 ・台瓦

G 8 2 ×　2 4 水 田 土師器 ・須恵器

G 9 2 ×　2 ． 4 水 田 土師器 ・須恵器 ・土 師質土器

G lO

G l l

G 1 2

2 ×　2

末　 掘

2×　2

4

4

水 田

水田

土師器 ・把手

土師器 ・須恵器 ・土師質土器

G 13 2×　2 4 水田 土師器 ・須恵器 ・土師質土器 ・瓦質土器

G 14 2×　2 4 水田 陶器

G 15 1×　2 2 水田 土師器 ・須恵 器

fi　　 ，

＼ヽ．＼．
／‾　‾　‾　‾　‾

！圏 口　 芸 者

旧 習 彗 鞄 細 目

l
rllI　　 llU

Il

l
l
l
l
l
l
】
l

＿∠
l
l

酎

1
日 ヨ ′l

／‾‾　‾　‾　一　一・一＼亡］ 、－

1
1
1
．11
l
l
I
I
l

l
l

賓 雲 ．．． ・・・†…

ロ

ー・9

／．－

、、、・ 且 ‘‥： ＼莞≡まミき≒

『 戦

⊂コ 雪 子 詔 鷺 『 茹 乱 ′ ▼　　°°　　°°　　°°　　°
C 、ヱフq 。 、出 雲 百 °∈・≡

好 巧 ・‥‥

型 堅 固 謳 匡 茫 国

I針
l
l

下l
l

’‥‾．‘．白 ‘‥

「フ

l
T 3
l
l

T Z

°l

17・1　　 °　　 q

眉・譜4．lL▼ュ
；ロ ‥．．　 1 n 「「㍉こ二・　　　　　　　　　　　　　　　 一63・5

側

も 二・、．

＼ヾ
＼
＼

。 二二＝二二二望 坦 ⊇□ 剋
谷

l

l
l
l
l
l

l
l
l
l
I
I
l
l

′＼＼

苧 』 ＿

［こ］l
l
l
l

l
l

G l

G

G

G

G

：．‾「」′
F十

ロ．

l

肇 廿 ・ ＼ヽも

天

神

川

雪 君 ’岱　　 ＼

上蓋 、学校 腰

、　　　　 旧 □ □；

宜ii　 i：iii
宜 ii　 ：ii：；

．．’・：G

・ン ●

°°°t°七：

：・誉
t°°°．°°t°°°▼°°°・：・：・

； 畑 ヶ田

」 ＿＿

l

l

．ノむ ＼

／
／　　 ′

／
ク

さ 、 、・㌘・ヲ二 千 『 蟹 ・

l

l

l
l
l
l

l
l
1

l
l

l
I
l

l
l

l

′　ヽ

閉 臥 聴 須 ・・・・

1　　　　 19 ．3

二 着 ‥忙 二　 罠

1
日 l

l
へ＼ ＼＼

°°°°°°t°°°▼°
°°°°▼．°°

°°°．

：：：：
．°t°：：：：
▼．°°

°▼°°：iii

°°°°▼ロ．．°°°．°°4
1．°°’・：・ン

°t

l

H l l

態 ‾し1

ロ　　　 ト 日

昌 望 ⊇ ・’

・く 「

・‥‾u＝コ

「

馳 ・・・・．．．
／

／

漸 ＼臥 酔 ／　　　 ・ 、、、、

＼

・姦 指

＼＼＼へ　　　　＼

I l
L、し」 ＿ ＿ l

＼・ノ亘百‘‾可　 1

日 ………：三 上 l

一手 ＝‥‥‥

目

一　．一一一．　－．一
J一一一一

、・・・・・甲 ．凸

l’：、っ

・：・・・汐 、 ．グ＼ ／／ 口 ＼＼、

＼
＼1
′「（

添 ：‘‘‘′′‘J
l
l

＼

‘’：：：i：：・γ、・　 ／．

・ミロ ／ 干 ク ・・・ ‘し

－．・．・一一　一．i・．．．
rこ’‾．

l二．－

1日l・T・／
l

勺，－，lIl‖l

′・一，　　　　 ⊇ ・管 ・・・

． ，り鄭 ・・・・盛 ・！去

／　 ＼、：

I l ’＋

、ヽ＼　　　　　　　　　　ヽヽ
＼　　　　　　＼
：海 ＼、当 2 0 0 m

l　　　　　　 I （1‥50 0 0）

14



10　西倉吉町地区（空岡田遺跡）
やしきぞえ　　　　そらおかだ

調査地点　　倉吉市西倉吉町字屋敷添114－2、空岡田134－2

調査期間　　平成10年7月1日～平成10年7月17日

調査契機　　宅地造成工事に伴う予備調査

調査方法　トレンチ・グリッドによる発掘調査

調査面積　　54I迂

調査担当　　岡平拓也

調査概要　　調査は、事業予定地に2本のトレンチと2個のグリッドを設定して実施した。調査の結果、

西側の一段高い部分から中世の土壌、ピットなどを検出した。断面観察により地山までの黒

色土は、中世の土壌を人為的に埋め戻した後に堆積したものであることが確認され、中世の

段階でかなり大規模な造成が行われていることになる。調査区は中世城郭である「北の城」

の推定地の周辺であり、その関連がうかがわれる。東側の一段低い部分では、造成土の下は

ほとんどの部分で旧地形を残しており、中世～近世の水田、さらにその下層では縄文時代の

遺物を多量に含む落ち込みが確認された。このため現地表面から、西側の一段高い部分は65

cm、東側の一段低い部分は50cm以下に削平が及ぶ場合には、事前の発掘調査が必要である。

ト　レンチ
グリッ ド

No．

規　 模

（m ）

面　 積

（最）
検 出 遺 構 出　　　 土　　　 遺　　　 物

T l 2×1 1 22 土壌 ・ピッ ト
縄文土器 ・土師器 ・須恵器 ・埴輪 ・土師質土器 ・瓦質土器
須恵質陶器 ・陶器 ・磁器 ・白磁 ・青磁 ・刀子 ・石錘 ・炭化物

T 2 2×1 4 28 水田 ・落 ち込み 縄文土器 ・弥生土器 ・土師器 ・須恵器 ・土 師質 土器 ・瓦質土器
須恵質陶器 ・陶器 ・磁器 ・青磁 ・鉄釘 ・土錘 ・安 山岩剥片

G l

G 2

1×　 2

1×　 2

2

2

投弾 ・石斧 ・磨石 ・敲石 ・炭化物

15



11不大岡遺跡

調査地点　倉吉市不大岡字翫19」い721・729・730＿1、蓋享絹297．302、藁崖巌734＿1．735●2

調査期間　　平成10年7月8日～平成10年8月27日

調査契機　　不大岡遺跡範囲確認調査

調査方法　トレンチによる発掘調査

調査面積　　87I迂

調査担当　　根鈴智津子

調査概要　調査は、不大岡遺跡の東を画する溝を確認するため、6本のトレンチを設定して実施した。

第1～3トレンチからは溝は検出されなかった。そこで北を画する溝（SDO4）について平

成6年度第6トレンチで一部を確認したのみであったので、東側延長部分に第4トレンチを

設定し調査を行ったところ、東西方向に延びる幅3．6mの落ち込みを検出した。位置・方向・

幅からみてSD04と判断される。

さらに各トレンチ東西間の空隙をなくすため、平成6年度第12トレンチと第22トレンチの

問に第5トレンチを設定したが、遺構は認められなかった。そこで第6トレンチは道路（西

倉吉町不大岡線）際から東に、また第4トレンチで検出したSD04の延長ラインより南側に

設定した。その結果トレンチ東側で幅2．6m・深さ1．3mの南北溝を確認した。遺物は須恵器・

丹塗り土師器（伯菩国庁第2段階）が出土し、位置・方向・形態から見て、東を画する溝

（SD45）と判断される。

不大岡遺跡の規模は、西側溝（SDO3）と今回検出した溝との心々距離で、東西約179m、

張出部溝（SDOl）を加えると約231mとなる。



トレンチ

No．

規　 模

（m ）

面　 積

（粛）
検 出 遺 構 出　　　 土　　　 遺　　　 物

1 2×　3 6

土壌

溝 （S D O 4）

溝 （S‾D O 4）

溝 （S D 4 5）

弥生土 器 ・土師質土器 ・陶器

2 0．5 ×　9 4．5 須恵器 ・土師質土器

3

4

4 ′

5

2 ×12

2 ×　2

0．5 ×　7

3 ×　5

2 4

4

3．5

15

弥生土器 ・土師器 ・須恵器 ・土師質土器 ・須恵 質土器 ・碧玉未製 品
磨石 ・敲石

弥生土器 ・土師器

6 2 ×15 3 0
弥生土器 ・土師器 ・須恵器 ・土師質土器 ・陶器 ・磁器 ・碧玉 末製 品

敲石

12　鋤地区
いしほとけ

調査地点　　倉吉市鋤字石仏451－27・451－28

調査期間　　平成10年8月5日～平成10年8月10日

調査契機　　自動車・携帯電話局新設工事に伴う予備調査

調査方法　トレンチによる発掘調査

調査面積　　23粛

調査担当　　森下哲哉

調査概要　　調査は、事業予定地内に2本のトレンチ（第1トレンチ：幅1．5m・長さ6m、第2トレ

ンチ：幅2m・長さ4m、拡張部幅1m・長さ6m）を設定して実施した。調査の結果、遺

構・遺物とも確認できず、遺跡は存在しないと判断される。



13　国府地区
りょうながたに

調査地点　　倉吉市国府字両長谷1259・1260

調査期間　　平成10年10月22日～平成10年10月29日

調査契機　　産業廃棄物中間処理施設建設に伴う予備調査

調査方法　トレンチ・グリッドによる発掘調査

調査面積　145I迂

調査担当　　森下哲哉

調査概要　調査は、事業予定地内に幅2mのトレンチを4本（第1トレンチ：長さ20m、第2トレン

チ：長さ18m、第3トレンチ：長さ16．5m、第4トレンチ：長さ10m）と、グリッドを1個

（幅4m・長さ4m）を設定して実施した。調華の結果、全体に畑地造成時の削平が及んで

おり、遺構・遺物とも確認できなかった。遺跡は存在しないと判断される。



14　下福田地区
かないだに

調査地点　　倉吉市下福田字金鋳谷725－130・749－45～50

調査期間　　平成10年11月18日～平成10年12月14日

調査契機　　畜産基盤再編総合整備事業に伴う予備調査

調査方法　トレンチによる発掘調査

調査面積　　324I迂

調査担当　　森下哲哉

調査概要　　調査は、事業予定地内に10本のトレンチを設定して実施した。調査の結果、全てのトレン

チで遺構は確認できず、また少量の土器片と打製石斧・磨石が出土したが、いずれも遺構に

伴うものではなかった。このため遺跡は存在しないと判断される。

トレンチ

No．

規　 模

（m ）

面　 積

（粛）
検 出 遺 構 出　　　 土　　　 遺　　　 物

1

2

3

4

5

6

7

2 ×15

2 ×20

2 ×16

2×　4

2×20

2×　8

1．2 ×15

2×1 5

3 0

4 0

32

8

40

16

18

30

弥生土器

弥生土 器

．8 2×2 0 40 弥生土 器

9

10

2×2 2

2×1 3

44

26

弥生 土器 ・打製石斧 ・、磨石



15　北野地区（八幡平ラ遺跡）
はちまんだいら

調査地点　　倉吉市北野字八幡平ラ670－1

調査期間　　平成10年12月16日～平成10年12月18日

調査契機　携帯電話基地局基礎整備工事に伴う予備調査

調査方法　　グリッドによる発掘調査

調査面積　　32I迂

調査担当　　森下哲哉

調査概要　調査は、事業予定地内に幅4m・長さ4mのグリッドを2個設定して実施した。調査の結

果、第1グリッドでは遺構・遺物とも検出しなかった。第2グリッドでは西側で幅50cm・

深さ50cmの南北に延びる溝を検出し、溝の中から弥生土器・土師器・砥石が出土した。こ

のため削平等の工事が第2グリッドに及ぶ場合は、事前の発掘調査が必要である。

200m
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上神地区q第1トレンチ（北東から）△第2トレンチ（北東から）♭第5トレンチ（北東から）

▽出土遺物1：2



図版2

国分寺地区q第1トレンチ（南西から）

△第2トレンチ（北西から）

尾田地区▽第1トレンチ　箱式石棺墓（南から）

国分寺地区△第3トレンチ（北西から）

尾田地区▽出土遺物1：3
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日
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虹ヶ丘町地区q第1トレンチ（南から）△第2トレンチ（南から）　　　虹ヶ丘町地区△第4トレンチ

（北西から）

和田地区▽第10トレンチ　古墳周溝（南東から） 和田地区▽第10トレンチ

（西から）



表‖
1－－1

一、二　　　r

Y．パわ

和田地区

第5トレンチ

拡張部

（西から）

出土遺物1：3

出土遺物1：3



大沢地区q第12トレンチ　柱穴（南西から）　♭第17トレンチ　落し穴（西から）

▽出土遺物1：3



井手畑地区△第1トレンチ（西から）

井手畑地区q第1トレンチ　土壌（東から）　大河内地区♭トレンチ（東から）



図版7

爵毒草
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19
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22

井手佃地区出土遺物1：3



下田中町地区q第1トレンチ（北から）♭第2トレンチ（南から）

▽出土遺物1：3



西倉吉町地区q第1トレンチ（西から）△第2トレンチ（東から）♭第2トレンチ南側断面（北西から）

▽第1トレンチ　土壌3（北から）



図版10
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表，9
西倉吉町地区出土遺物1：3



不入同遺跡△第6トレンチ（東から）

▽第6トレンチ　SD45（北から）



図版12
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不入間遺跡出土遺物1：3
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鋤地区q第2トレンチ（北東から）　　　国府地区♭第1トレンチ（南から）

下福田地区q第2トレンチ（南東から）　下福田地区♭出土遺物1：3



北野地区

第1グリッド

（北東から）

第2グリッド

（北東から）

出土遺物1：3



平成9年度調査

地 区 名 図版Nn 遺　 物　 名 出　 土　 位　 置 地 区 名 図版Nn 遺　 物　 名 出　 土　 位　 置

上　　 神 1 －1 手担土器　 椀 T l南側 和　　 田 4 －4 弥生土器　 高塀 T lO東側

2 手担土器　 塊 T l 5 土師器　 大型壷 T lO西側

3 手担土器 T 4 6 土師器　 聾 T 21

4 手軽土器 表採 7 土師器　　 台付椀 T 26

5 土製動物形 （馬形） T l南側 8

9

土師質土器　 椀

土師質土器　 椀

T 6

T 6南側尾　　 田 2 －1 弥生土器　 壷 T 2

2 弥生土器　 聾 T l箱式石棺墓 10

11

手捏土器　 椀

須恵器　 杯蓋

T 21

T 21和　　 田 4 －1 縄文土器　 深鉢 T 6 北側

2 縄文土器　 深鉢 T 6北側 12 須恵器　 杯身 T 21

3 縄文土器　 深鉢 T 22 13

14

須恵器　 樽形施

石斧

T lO東側

T 6北側

平成10年度調査

地 区 名 図版No． 遺　 物　 名 出　 土　 位　 置 地 区 名 図版Nn 遺　 物　 名 出　 土　 位　 置

大　　 沢 5 －1 弥生土器　 壷 T ll 井　手　 畑 7 －10 土師質土器　 皿 T 3

2 弥生土器　 聾 T 8 11 土師質土器　 皿 T 3

3 土師質土器　 聾 T ll 12 土師質土器　 鍋 T l東端土壌

4 砥石 T 12 13 瓦質土器　 羽釜 T 3

5 磨石 T 12 14

15

陶器　 壷

陶器　 皿

T l

T l井 手 畑 7 －1 弥隼土器　 聾 T 2

2 土師器　 高塀 T l東側土壌 16 陶器　 皿 T ノI

3 須恵器　 聾 T l 17 須恵質陶器　 寮 T 2

4 須恵器　 杯身 T 2 18 備前焼　 措鉢 T 3

5 土師器　 寮 T 2 19 青磁　 碗 T 2

6 土師質土器　 窪 T l 20 青磁　 碗 T l

7 土師質土器　 塔 T l 21 キセル T l

8

9

土師質土器　 高台付琢

磨石

T l

T l 排土中

22 キセル T l



地 区 名 図版Nは 遺　 物　 名 出　 土　 位　 置 地 区 名 図版Nn 遺　 物　 名 ・ 出　 土　 位　 置

下 田中町 8 － 1 縄文土器　 浅鉢 T l サブ トレンチ 西倉吉町 10－22 陶器 T l土壌 1

2 弥生土器　 聾 T l サブ トレンチ 23 青磁　 碗 T l

3 土師器　 窪 T l 24 青磁　 碗 T 2西側

4

5

須恵器　 杯蓋

須恵器　 杯蓋

G 12

G 13

25 青磁　 碗 T 2

不入同遺跡 12－ 1 碧玉製形割未製品 T 3東側

6 須恵器 高台付杯（転用硯） G l 2 碧玉製形割未製品 T 6東側

7 土師質土器　 窪 T lサブトレンチ 3 磨石 T 3 P 2

8 土師質土器　 塔 T 2 4 磨石 T 3東側

9 瓦質土器　 揺鉢 T l 5 敲石 T 6溝 （S D 45）

10 陶器 T 3 6 弥生土器　 嚢 T 6溝 （S D 45）

11 土錘 G 4 7 弥生土器　 聾 T 6東側

12 土錘 T l 8 弥生土器　 聾 T 6溝 （S D 45）

13 土錘 G 4 9

10

土師器　 聾

土師質土器　 窪

T 3 P l

T 5西倉吉 町 10－1 縄文土器　 探鉢 T 2サブトレンチ

2 縄文土器　 深鉢 T 2サブトレンチ 11 土師質土器　 杯 T 6 溝 （S D 45）

3 縄文土器　 探鉢 T 2 サブトレンチ 12 土師質土器　 杯 T 6 東側

4 縄文土器　 深鉢 T 2サブトレンチ 13 土師質土器　 高台付杯 T 6溝 （S D 45）

5 縄文土器　 深鉢 T 2サブトレンチ 14 土師質土器　 高台付塔 T 6溝 （S D 45）

6

7

縄文土器　 深鉢

弥生土器　 壷

T 2 サブトレンチ

T 2サブトレンチ

15 土師質土器　 高台付杯 T 6東側

下　福　 田 13－ 1 縄文土器　 深鉢 T lO

8 弥生土器　 壷 T 2 2 弥生土器　 嚢 T 9

9 石斧 T 2 3 石斧 T 9

10

11

敲石

投弾

T 2

T 2サブトレンチ

4 磨石 T 9

北　　 野 14－ 1 弥生土器　 鼓形器台 G 2

12 土師質土器　 皿 T l 2 弥生土器　 鼓形器台 G 2

13 土師質土器　 高台付杯 T 2 3 土師器　 聾 G 2

14 瓦質土器　 釜 T 2 4 土師器　 聾 G 2

15 瓦質土器　 釜 T 2 5 土師器　 聾 G 2

16 瓦質土器　 鍋 T 2 6 土師器　 聾 G 2

17 瓦質土器　 鍋 T 2 7 土師器　 低脚杯 G 2

18 備前焼　 揺鉢 T l 8 土師器　 鼓形器台 G 2

19 備前焼　 揺鉢 T l土壌 3 9 土師器　 鼓形器台 G 2

20

21

須恵質陶器　 壷

須恵質陶器　 襲

T 2

T 2

10 土師器　　 把手 G 2
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所　　 在　　 地 〒68 2－8 6 11 鳥取県倉吉市葵町72 2番地　 T E L O8 58 －2 2－44 1 9

発 行 年　 月　 日 西暦1 99 9年 3 月 19日

所 収 遺 跡 名 所　　　 在　　　 地

コ　 ー　 ド

北　 緯 東　 経 調 査 期 間

調査面積

（最）

調査

原因
市町村 ：遺跡記号

かすわみやのまえ上 神宮 ノ前遺跡 かす　わ　　みやのまえ倉吉 市上神字宮 ノ前 31 20 3 ：4 Y K M 350　27′　3 1〝 1330　47′　28〝 19970416～ 19 970506 38 4

倉

士
ロ
市

に

お

け

る

各

種

開

発

事

業

に

伴

う

事

前

の

分

布

調

査

かわ　ら　け　だ河原毛 田遺跡 倉吉市国分寺字河原毛 田 3 120 3 ：6 W K K 350　25′　37〝 1330　47′　36〝 19970507～ 19970523 3 24．5

尾田中峰遺跡 倉吉市島苗字箪躍 3 120 3 ：4 E O N 350　23′　37〝 1330　46′　 7〝 19970526～ 19970605 64

おく　こ　やま奥中山 8 号墳
倉吉市虹 ヶ丘町、上余戸字奥中山、

大原字郡山
3 120 3 ：4 A K O 350　25′　42〝 1330　51′　 7〝 19970703～ 199707 18 4 5

おお　ひ　ら
大平 ラ遺 跡 倉吉市和田字大平 ラ 3 120 3 ： 350　26′　57〝 1330　48′　48〝

19971107～ 19980109 5 10

はちまんやま
八幡山遺 跡 倉吉市寺谷字八幡山 3 120 3 ： 350　27′　29〝 1330　48′　43〝

わかばやし若林遺跡 倉吉市寺谷字若林、北石坂平 3 120 3 ： 350　27′ 10〝 1330　48′　47〝

なかたに長谷遺跡 倉吉市寺谷字長谷 3 120 3 ： 350　27′　 3〝 1330　48′　48〝

たかみね高峰遺跡 倉吉市国府字高峰、高峯 3 120 3 ： 350　26′ 14〝 1330　45′　55〝

19980417～ 19980427

1998121 1～ 1998122 2
6 13

矢内谷峰遺跡 倉吉市尾原字矢 内谷峰 3 120 3 ： 350　26′　27〝 1330　45′　56〝

王達逸跡 倉吉市井手筋≠ 躍
3 12 03 ： 350　27′　55〝 1330　50′　 9〝 19980420～ 1998043 0 68

はた　が　た
畑 ケ田遺跡

倉吉市下田中町字東城 ・西上手 ・中上手 ・

畑ケ田、米田町字八ケ坪 ・土亀田 ・橋出手
3 12 03 ： 350　25′　34〝 1330　50′　48〝 199805 11～ 199806 18 2 40

そらおかだ
空岡 田遺跡 倉吉市西倉吉 町字屋敷添、空 岡田 3 12 03 ： 350　25′　21〝 1330　48′　24〝 1998070 1～ 199807 17 54

ふ　に　おか不大岡遺跡
倉吉市禾大筒字鼠 菜種臥 誕羞嫉

3 12 03 ：6 W F F 350　26′ 12〝 1330　48′　26〝 199807 08～ 199808 27 87

貴誌睾 与遺跡 倉吉市∃歯 字ブ硝 草 書 3 12 03 ： 350　25′ 16〝 1330　48′ 11〝 1998 12 16～ 199812 18 32



所収遺跡名 種　 類 主な時代 ：主な遺構 主　 な　 遺　 物 特　　 記　　 事　　 項

上神宮ノ前遺跡 祭祀 ・集落 弥生　　 ：貯蔵穴　 1基

古墳　　 ：祭祀遺構

弥生土器 ・土師器 ・手軽土器

土製動物形 ・竃

古墳時代の祭祀遺跡。

河原毛田遺跡 官街関連 奈良～平安 ：溝　　　　 5条 土師器 ・須恵器 ・瓦 平行する2条の溝。

尾田中峰遺跡 墳墓 弥生　　 ：箱式石棺墓 1基 弥生土器

奥中山8号墳 古墳 古墳　　 ：．古墳　　 1基 土師器 昭和55年度調査の奥中山古墳群に連なる古墳。

大平ラ遺跡 古墳 古墳　　 ：古墳　　 1基 弥生土器 ・土師器 ・須恵器 ・土師

質土器 ・瓦質土器 ・陶器 ・敲石

墳丘の削平された古墳。

八幡山遺跡 墳墓 弥生　　 ：平坦地 弥生土器 弥生時代後期の墳墓の可能性。

若林遺跡 古墳 古墳　　 ：右列 縄文土器 ・土師器 ・須恵器 横穴式石室を主体とする古墳群。

長谷遺跡 古墳 古墳 古墳群内に位置する。

高峰遺跡 集落 弥生～古墳 ：ピット　　 5基 弥生土器 ・土師器 ・敲石 弥生時代後期から古墳時代に至る集落。

矢内谷峰遺跡 生活祉 縄文　　 ：落 し穴　 1基 縄文時代の生活址。

上通遺跡 中世　　 ：土壌　　 1基

溝　　　 1条

近現代　 ：水路　　 1基

石敷き　　 1基

弥生土器 ・土師器 ・須恵器 ・土師

質土器 ・竃 ・瓦質土器 ・陶器 ・磁

器 ・瓦 ・鉄製品 ・玉髄 ・剥片 ・炭

化物 ・木片

水田に関連する遺跡。

畑ケ田遺跡 畑 ・水田跡 奈良　　 ：溝

中世～近世 ：畑

水田

弥生土器 ・土師器 ・須恵器 ・瓦質

土器 ・陶器 ・寛永通宝

中世～近世の畑・水田跡。

空岡田遺跡 集落・水田跡 中世～近世 ：土壌 縄文土器 ・土師質土器 ・須恵質土 丘陵縁辺部が中近世に造成 される。城館関連

水田 器 ・青磁 ・陶器 ・磁器 ・石器 遺跡か ？

不入同遺跡 官街 奈良～平安 ：溝 弥生土器 ・土師器 ・丹塗 り土師器

須恵器 ・碧玉未製品

東を画する溝を検出。

八幡平ラ遺跡 集落関連 古墳　　 ：溝　　　 1条 土師器 直埠的な溝。
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